



One for all, all for one.
村 本 孜
０． はじめに
１． 生命保険会社のサイトに見る “One for all, all for one.”



















































２） 協同組織金融機関についての内部補助とクラブ財の適用については，村本 [2010] 第５章
参照。
















れている。そこで，標題の “One for all, all for one.” の語句に関心が高まって
いるともいえよう。
興味深いことは，相互組織 (mutual form) の生保会社はもとより，株式組織
(stock form) の生保会社でも，経営方針・経営理念には相互扶助を意味する
“One for all, all for one.”（「一人は万人のために，万人は一人のために」）が常
套句となっており，「相互扶助の精神」と並んで，生保会社の企業理念の根幹
に掲げられている点である。





１． 生命保険会社のサイトに見る “One for all, all for one.”
生命保険会社の経営理念は，相互主義ないし相互扶助にあるといわれてい





５） この点に関しては，服部 [1999]，長山 [2002] 等を参照。
６） 生命保険についての相互主義・相互性に関しては，保険学界で保険本質論として長い議論
がある（野津 [1935]，水島 [1970] [1975] [1982]，山内 [1982] [1983]，長濱 [1992] など）。近
年の展開は，生命保険が相互主義ないし内部補助の制度であるかは，十分条件にすぎないと
いう議論が主流のようである。たとえば，堀田 [2003] や宇野 [2012] 等。以下の［３．１］を
参照。
One for all, all for one.
― ―５１
保険の仕組みとして「「一人は万人のために，万人は一人のために」それが












































































２． “One for all, all for one.” －相互扶助－
株式組織に対して，協同組織 (cooperative form) を採る金融機関（信金・信
組・労金・農協）あるいは生協等の協同組合，さらに金融 NPO・NPO バンク























































One for all, all for one.
― ―５５
カンパニーを目指します。」としている。
このほかに，“One for all, all for one.” で表現される理念は，スポーツのラグ
ビーでも一般的に使用されている。ラグビー発祥のイギリスのラグビー・スク








います。」１８）と規定し，“One for all, all for one.” を明示している。
保険に関しての “One for all, all for one.” は，ドイツの保険学者 Manes, A.
(1877~1963) が用いたというのが通説というが１９），言葉としては彼以前からも
協同組織ないし協同組合の関係で広く使用されていたと思われる（後述）。い













１９） 水島一也 [1979] p. 4。近見・吉澤・高尾・甘利・久保 [2006] p. 37。Manes, A., Versicherung-






























２０） 近見ほか [2006] p. 38。
２１） 堀田 [2003] p. 112。
２２） 堀田 [2003] pp. 112~113。
２３） 堀田 [2003] pp. 113。以下は，堀田 [2003] pp. 113~115による。





































all for one.” が成立する集団として理解される。前述のように，この集団（危
険団体）の構成員が助け合ったり，相互扶助を行なうのが，まさに “One for all,























２５） 宇野 [2012] p. 59。
２６） 刀禰・北野 [1993] pp. 6~9。
２７） 近見ほか [2006] p. 8。これは，Manes によるものという。
２８） 集団の構成員数を n，保険料を P，事故に遭遇して保険金を受領する者の数を r，その受
領保険金額を Z とすると，nP rZの成立する場合を収支相等原則という。
２９） P (r n)  wZ。すなわち支払い保険料は受領するかもしれない保険金の期待値に等しい。
































































３２） 刀禰・北野 [1993] pp. 19~20。






























３３） 長濱 [1992] p. 66。

































３５） 稲葉 [2007] p. 4~5。





























３６） 稲葉 [2007] p. 7。





















３８） 高田・茂野 [1998] p. 39。別荘地などで一戸だけが離れていると水道敷設には相当の費用
負担が必要になるが，一定範囲にまとまった需要があれば，その需要者の費用負担は小さく
なり，ネットワークの外部性が生じる。
３９） クラブ財は，Buchanan [1965] [1971]，Tiebout [1956] の議論が嚆矢であるが，Pigou や
Knight, F. にも淵源があるという (Sandler and Tschirhart [1980] p. 1481)。Sandler and Tschirhart
[1980] によれば，クラブとは生産費用，メンバー制，排除可能財の特色を持つ mutual benefit
追求の voluntary group とされる (p. 1482)。
以下では，柴田・柴田 [1988] pp. 190~191, 207~216，田中ほか [1999] pp. 100~103，井堀










法を考察するモデルである。」という整理もある（澤野 [2006] pp. 232~233）。





















４０） 協同組織がクラブ財であるかの議論は，Sandler and Tschirhart [1980] p. 1497. 彼らは，ク
ラブ財としての協同組合の研究事例を指摘しているほか (p. 1512)，世代間クラブ財の例と

















































４２） 渡辺 [2009] p. 17。












互）補助 (cross subsidization) と考えてもよい。内部補助は，「複数の需要部門
ないし事業部門を有する企業が「一方の部門における黒字をもって，他方の部







































































４４） 安孫子 [2006] p. 15，同［2007] pp. 177~178。信用リスクが低いはずの業歴の長い企業の
相対的高金利というのは直感的には反対の結果であるが，安孫子は，暗黙の契約仮説によっ
て，業歴の長い企業の相対的高金利を説明している。








































Greenbaum et al. [1989] などの議論は，まさに協同組織の融資行動にフィット
する。
７． “One for all, all for one.” の文献的考察
［７．１］ 語源
英語で “One for all, all for one.” あるいは “Each for all and all for each.” は，
「一人は万人のために，万人は一人のために」あるいは「各人は万人のために，
万人は各人のために」という語句で知られている。これは，ドイツ語で “Einer
für Alle, Alle für Einen.”，フランス語で “Un pour tous, tous pour un.”，ラテン語
で “Unus pro omnibus, omnes pro uno.”，イタリア語で “Uno per tutti, tutti per
（図１）
４５） Sandler and Tschirhart [1980] p. 1513.
One for all, all for one.
― ―７１
uno.”，スペイン語で “uno para todo, todo para uno.”，オランダ語で “Een voor
allen, allen voor een.”，ポルトガル語で “um para todos, todos para um.” などで
あるが，その由来には諸々の説がある。




















４７） 賀川豊彦については，研究者による多くの文献があるが，本間 [2012] に簡潔な評論があ
る。そこでは，関東大震災時に神戸から山城丸に救援物資を積んで上京し，墨田区本所被服
廠跡にテントを張って，救援活動を行ない，そこから中之郷質庫信用組合（現中之郷信用組

















のが，武田 [2010・2011] の所論である。武田 [2010] は，１８世紀の医師にして
思想家の安藤昌益の著書『統道真伝』[1752] における「万万人が一人である」














よび同『（下）』１９６７年４月第１刷，１９９１年１０月第９刷 p. 3および p. 330による）。
５０） 武田 [2010.12] pp. 30~31。













５３） 武田 [2011.7] p. 6。






























からず，心術同じからざるの論 至妙一真論」にある（『安藤昌益全集』第１１巻 p. 80~83，








されたのである。これこそ，“One for all, all for one.” に繋がるといえよう。
［７．３］ ヨーロッパでの諸文献
（１） デュマ『三銃士』[1844]，『スイス紀行記』[1833]






ら大活躍する物語である。同書の第９章 (“D’Aetagnan se dessine”) の最後の部
分で，あるトラブルがあった後，ダルタニャンを非難したポルトスに対してア
トスとアラミスがダルタニャンを庇ったとき，ダルタニャンが一言もポルトス




トーである “Tous pour un, un pour tous.” を唱和したと，デュマが書いた。こ
のことから，『三銃士』に由来があるとされている５７）。但し，“One for all, all for
one.” ではなく，「万人は一人のために，一人は万人のために」となっている。
ところが，『三銃士』から１０年ほど遡る１８３３年の『スイス紀行記（仮訳。
Impressions de voyage: En Suisse）』第１巻の中で，レマン湖から少し離れた所
にある２つの山 (Dent de Morcle と Dent du Midi) の谷合にある “prison péniten-
５６） 第２部『二十年後』（１８４５年刊），第３部『ブラジュロンヌ子爵』（１８５１年刊）。
５７） このように，原文の “Tous pour un, un pour tous.” は，２箇所見られる (Les Trois Mousque-









One for all, all for one.
― ―７５
tiaire” を訪問し，そこで受刑者達が教育刑的な処遇をされて，その効果が上が
っていることを紹介した後に，“N’est-ce pas la sublime devise fédérale mise en
pratique: un pour tous, tous pour un?”（仮訳「これこそは崇高なるスイス連邦の
モットー「一人は万人のために，万人は一人のために」を実践するものではな
かろうか？」）５８），と書いている。“un pour tous, tous pour un” こそまさに “One
for all, all for one.” である（図２）。






ィエンヌ・カベー (Ètienne Cabet. 1788~1856) は，１８３０年の７月革命に加わり，
その国会議員時代に主宰する雑誌等で君主制批判という政府攻撃をしたため，
罪を得てイギリスに亡命するという数奇な運命を辿った人物である。亡命先の
イギリスで，オーエン (Robert Owen) の影響を受け，トーマス・モア (Thomas
More) のユートピア思想やルソー (J. J. Rousseau) の思想を踏まえた平等主義を
旨とするユートピア（私的財産と自己本位の存在しない，自給自足の単純かつ
原初的経済コミュニティで，ギリシア神話の Icarus に擬えて Icaria と名付け
たという）を描いた小説『イカリア旅行記 (Voyage en Icarie))』（１８４０年）を
（図２） デュマ『スイス紀行記（新版）』１８６８年 (p. 59)
（出所） http://archive.org/details/impressionsdev01duma











ニーが作られたが（モンタナの Havre，テキサスの Red River，ミズーリーの





の左手に “Tous pour chacun”，右手に “Chacun pour tous.” と記載している。意
味的は，“Tous pour un, un pour tous” と同じであり，英語の “All for each, each
for all.” と同じ表現である６３）。Dumas とほぼ同じ時期に，同じような語句を使
６０） 最初の版は，イギリスの貴族が Icaria というユートピアを体験するという物語である
Voyage et adventures de Lord William Carisdall en Icarie (1840) で，Cabet がイギリス亡命から
恩赦で帰国するという事情からかペンネーム（Th. Dufruit 著，Francis Adams 英訳）で刊行
され，２巻物であった（表紙の裏には，単に Voyage en Icarie と表記されている）。次の版か
らはタイトルが Voyage en Icarie となったが，“Roman philosophique et social ” というサブ
タイトルが付いており，このタイトルでの版は１８４２年に刊行されている。サブタイトルな
しの単に Voyage en Icarie となるのは１８４５年刊行の版からである。
６１） 現在でもカリフォルニアには Icaria を冠した Winery があり，Icaria ブランドのワインが
販売されている。
６２） フランス共和国の標語の１つ。他は，Liberté（自由），Egalité（平等）である。










服部は，Voyage et adventures de Lord William Carisdall en Icarie (1840) を第１版としてカ
ウントし，タイトルが単に Voyage en Icarie となった１８４２年版を第２版，そして１８４５年版
を第３版とカウントしたものであろう。内容がほぼ同じなので，服部の見解にも妥当性があ
る。というのは，先の脚注６０に指摘したように第１版（１８４０年）の表紙裏には，Voyage en
One for all, all for one.
― ―７７






て，服部 [1999] の指摘が正しいのかもしれない。そこで，ここでは服部 [1999] に従った記
述とした。先の gallica.bnf.fr (Bibliothèque nationale de France) のサイトの第２版という記載
は，別の視点によるともいえよう。





Marx) の言及したところである。図３に見るように，“Tous pour chacun” に引
き続いて “solidarité, égalité, liberté, éligibilité, unite, paix”（連帯，平等，自由，
被選挙権資格，統一，平和），“Chacun pour tous” に引き続いて “education, intel-
ligence, raison, moralité, ordre, union”（教育，知性，理性，道徳，秩序，団結）
とある。菱形の下方の左手に “Premier droit, Libre”（基本的権利：自由）とあ
り，それに引き続いて “A chacun suivant ses besoins”（各人はその必要に応じ
て）と記載されている。一方，右手に “Premier devoir, Travailler”（基本的義





have others do to you; do to others the good that you wish for yourself.” に集約される。Cabet の





６４） マルクスに対する影響としては，“A chacun suivant ses besoins. De chacun suivant ses forces.”
（「各人にはその欲求に従って。各人からは，その力に従って」とも訳される）が重要である。
マルクスの『ゴータ綱領批判』(Kritik des Gothaer Programms (1875)) に出てくる「共産主義
のより高い段階」における「各人はその能力に応じて，各人にはその必要に応じて！」(Jeder
nach seinen Fahigkeiten, jedem nach seinen Bedürfnissen!) という分配様式の原型が示されてい
る，ともいわれる。実際，この『ゴータ綱領批判』の最新の日本語訳の訳者である後藤洋は，
服部 [1999] の研究に拠りつつ「カベー『イカリア旅行記』第３版（１８４５年）の表紙にこの






からは其の能力に応じて」(de chacun selon ses capacités, ......)。この訳は，１８４０年代フランス
の空想的社会主義者たちの語法を意識してならば，ドイツ語原文より含蓄に富む。すでに
『ドイツ・イデオロギー』は，カール・グリューン批判によせてルイ・レボーが作成したサ
ン－シモン主義の原理「各人には其の能力 (capacité) に応じて，各能力にはその仕事 (Œu-
vres) に応じて」という対句に注目していたし（『全集』第３巻，５４９～５５０ページ），M・ヘ









アノ小曲集 “Album d’un Voyageur”（「旅人のアルバム」S. 156（作品番号１５６）。
作曲年は１８３７～３８年，初版は１８４２年）を作曲した。この小曲集の第１部
(Book 1) “Impressions et poésies” に収められた５番目の楽曲（S. 156-6. 作品番
号１５６の６）である “Chapelle de Guillaume Tell”（ウィリアム・テルの礼拝堂）
のスコア（楽譜）に，“Einer für Alle, Alle für Einen.” を曲想指定のように記し
ている（スコアのタイトルの右下。図４）６５）。この語句は，まさにドイツ語で



















ュマの Impressions de voyage: En Suisse に言及した手紙が残っているという。Liszt のこの曲
集の出版事情はかなり複雑といわれ，１８４２年の Haslinger 版の “Album d’un voyageur” の方








































この“Chapelle de Guillaume Tell”（ウィリアム・テルの礼拝堂）は，“Années
de Pèlerinage”（巡礼の年）の “Première Année: Suisse”（第１年：スイス），S.
160，１８４８～１８５４年作曲，１８５５年出版）６７）の最初の楽曲として収録されている
(S. 160-1)。なお，この S. 160の 1~4, 6, 8, 9は “Album d’un Voyageur” の中の
作品の改訂版である６８）。“Années de Pèlerinage” の最初の楽曲である “Chapelle
de Guillaume Tell” の楽譜には，表紙が付いており，その曲名の右下に “Einer für






ドイツの行政家であるライファイゼン (Friedrich Wilhelm Raiffeisen. 1818~
1888) は，市街地の商工業者向けの信用組合を主張したシュルツェ・デーリッ















ア」(S. 161)，同「第２年補遺：ヴェネツィアとナポリ」(S. 162)，同「第３年」(S. 163) から
なる。
６８） Book 1から５曲，Book 2から２曲。新たに２曲追加。
６９） この文言は，第２版のみで，第１版（１８６６年）や第３版以後の版の序文には記載がない。
One for all, all for one.
― ―８３
・熟練を目標とし，人々の徳性に重きを置くものであった。協同組織の “One
for all, all for one.” の起源ともいわれている。
以上のように，“One for all, all for one.” の起源と思われるものには，いくつ
ものものがある。したがって，個別の論者に帰することは難しい。デュマの
























































であったホリヨーク (George Jacob Holyoake. 1817~1906) であるといわれる。
７０） 賀川豊彦が，ロッチデール先駆者組合をモデルにしたことについては，例えば，「こうべ
コープ」のサイトの記述にある (http://www.kobe.coop.or.jp/about/toyohiko/establishment.html)。



















ロッチデール原則に相互扶助の考え方はあるが，“One for all, all for one.” の
語句は明示的には提示されていない。
９． 結び
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（台座にドイツ語の “EINER FÜR ALLE, ALLE FÜR EINEN.” がある）
（出所） http://translate.google.co.jp/translate?hl=ja&sl=en&tl=ja&u=http%3A%2F%2Fen.wikipedia.org%2Fwiki%2
FFile%3AGedenkblatt_1874.jpg&anno=2
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